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Vajropamasamadhiの 考 察

渡 辺 章 悟

 筆 者 は す で に ヴ ァ ジ ュ ラ(vajra)に つ い て の論 孜 を 準 備 して い る1).そ こで は,

北 欧 や ギ リ シ ヤのthunderweapon, thunderstoneと い った 稲 妻(lightening)の 信 仰 を

比 較 しな が ら,ヴ ェ.一ダ の 宗 教 に お い て,ヴ ァ ジ ュ ラ は そ も そ も電 撃 と雷 鳴 と

い っ た 自然 現 象 の こ とで,こ れ が イ ン ドラ神 の 武 器 とされ た こ と,さ ら に そ の破

壊 力 が金 剛杵 と して 具体 化 され,仏 教 に受 容 され る過 程 で 「煩 悩 を破 壊 す る もの 」

と して 〈内化 〉 され る意 義 を論 じた.

 本 稿 は そ れ に続 き,そ の ヴ ァ ジ ュ ラ に喩 え られ る三 昧(vajropamasamadhi金 剛喩

定)に つ い て解 明 し よ う とす る もの で あ る.金 剛 喩 定 とは見 道 ・修 道 の 所 断 の煩

悩 を 滅 尽 し,解 脱 に至 る最 後 の 三 昧 で あ るが,そ の 位 置 づ け を め ぐって,ア ビ ダ

ル マ で も論 争 の あ っ た 重 要 な テ ー マ で あ る.本 稿 で は この三 昧 が大 乗 の 修 道 論 に

い た って,ど の よ うに 位 置 づ け られ る の か を,般 若 経 を 中心 と して 考 察 す る.最

初 に,パ ー リ仏 典 に見 られ る類 似 の語 句 か ら検 討 して み た い3).

1.金 剛 に 喩 え ら れ る 心 を 持 っ た 人(vajirupamacitto puggalo)と

金 剛 喩 定(vajropamasamadhi-)

 パ ー リ仏 典 に は 金 剛 喩 定(vajirupamasamadhi-)と い う用 例 は な い が,『 増 支 部 』

[PTS, AN I-124,20-26]に は,金 剛 に 喩 え られ る心(vajirupamasamadhi-)に 関 わ る非

常 に 重 要 な 教 説 が あ る.そ こで は,人 を三種 に区 分 して 仏 説 の 重 要 性 を説 く.

 お よ そ世 の 中 に は,燗 傷 に喩 え られ る心 を 持 った 人(arukupainacitto puggal),稲

光 に喩 え られ る心 を 持 っ た 人(vijjupamacitto puggalo),金 剛 に喩 え られ る心 を持 っ

た 人(vajirupamacitto puggalo)の 三 種 が あ る.こ の 中 で 第 一 の 「燗 傷 に喩 え られ る

心 を持 っ た 人 」 は怒 りや す い 世 俗 の 人,第 二 の 「稲 光(電 光)に 喩 え られ る心 を

持 っ た 人 」 は 仏道 に 入 っ た 出 家者,第 三 の 「金 剛 に喩 え られ る心 を持 った 人 」 は,

修 行 の最 終 段 階 を む か え た 出 家 者 で あ る.こ の うち 第 二 「稲 光(vijju)に 喩 え ら

れ る心 を持 っ た人 」 と は,眼 あ る人 が そ の 明 か りが 闇 夜 を照 らす と き物 を見 る よ
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う に,苦 等 の四 諦 を 如 實 に知 る とい う.こ の 次 に,第 三 「金 剛 に 喩 え られ る心 を

持 っ た 人 」(vajirupamacittopuggalo)を 説 くの で あ る.

「金 剛に喩え られ る心 を持っ人(vajirupamacittopuggalo)と はいかな る者 か.比 丘たち よ.

あ る人が漏 を尽 くして,無 漏 なる心 解脱 を,慧 解脱 を,ま さに この世 において 自 ら実 現

し,体 得 し,完 成 してい る としよ う.ち ょ うど,比 丘 たち よ,金 剛は(vajirassa),摩 尼

であれ,石 であれ,砕 くことがで きない ものがあ り得 ない ように,比 丘 たち よ,こ の人

は漏 を尽 くして心解脱 を,慧 解脱 を,ま さに この世 において 自ら実現 し,体 得 し,完 成

しているのである.J

この よ うに,「 金 剛 に喩 え られ る心 を 持 っ た 人 」 とは,無 漏 の心 解 脱 と慧 解 脱

を現 世 にお い て 証 知 し,現 証 し,到 達 す る人 々 の こ とで あ り,彼 ら無 漏 の聖 者 の

心 を,金 剛 が 他 の宝 石 を よ く摧 断 す る こ とに な ぞ らえ て い るの で あ る.

こ こで は金 剛(vajira)は 摧 破 の 力,あ らゆ る も の を砕 く とい う能 動 性 を 意 味 す

る.そ れ が修 行 の階 梯 で の 決 定 的 な 場 面,す な わ ち解 脱 とい う内 的 な変 換 で,自

己 の 内 部 の煩 悩 を摧 破 す る こ と に喩 え られ る の で あ るか ら,vajiraと は ま さ に 摧

破 の 象 徴 で あ る.し た が っ て,こ こにvajirupama-samadhiと い う語 は な い が,無

漏 の 聖 者 が 解 脱 直 前 に体 験 す る,す べ て の煩 悩 を打 ち 砕 く三 昧(金 剛喩定)に 関

連 す る こ とは 明 らか で あ る.

な お,Pudgalapannatti,(『 人施 設論 』)3)に も,こ の 『増 支 部 』 の 引 用 とほぼ 同 じ

三 種 の 心 を 持 つ 人 の教 説 を 見 る こ とが で き る し,こ こで 論 ぜ られ る三 種 の 心 の う

ち,第 二 の 「稲 光 に喩 え られ る心 を持 っ た 人 」(vijjupamacitto puggalo)と,第 三 の

「金 剛 に 喩 え られ る心 を 持 っ た 人 」(vajirupamacittopuggalo)と い う語 は,解 脱 に お

け る三 昧 の局 面 で,し ば しば並 べ られ る重 要 な 語 句 で あ る.パ ー リ諸 論 書(ア ビ

ダルマ文献)の 中 で最 も最 初 期 に 属 す るDharnmasangani(『 法集論 』)4)で は,以 下

の よ うに定 義 さ れ て い る.

「何が稲光 に喩 え られる(vijjrupama)ダ ンマで あるのか.下 の三聖道 における智慧(hetthi-

mesutisuariyamaggesupanna),こ れ らが稲光に喩 えられ るダ ンマであ る.何 が ヴァジラに

喩 え られ る(vajirupama)ダ ンマであ るのか。上の阿羅漢道 における智慧(uparimearahat-

tamaggepanna),こ れ らが ヴァジラに喩 え られ るダンマである.」

この よ うに 「稲 光 の ご とき～ 」(vijjupama-),「 金 剛 の ご とき～ 」(vajirupama-)と

い う二 つ の 用 語 は,ア ビダ ル マ の 四 沙 門 果 中 で無 漏 の 最 終 の三 昧 と して確 立 して

ゆ く.室 寺 義 仁 氏 に よ れ ば,特 に 『阿 毘 曇 心 論 』 を 著 した 法 勝 が,ア ビダ ル マ の

教 義 解 釈 の 中で,「 見 道 」 とそ れ に続 く 「修 道 」 との 明確 な 区分 を意 識 して,「 修
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道 」 の最 終 段 階 に の み,こ の金 剛 喩 定 を位 置 付 け る とい う,新 た な述 語 的価 値 付

け を行 っ た.さ ら に,現 存 す る北 伝 ア ビ ダル マ 諸 論 書 の 中 で,修 行 者 が 最 後 の解

脱 に至 る直 前 に 入 る三 昧 が 金 剛 喩 定 で あ る こ とを,初 め て 明 記 した 文 献 は,旧 訳

六 十 巻 『毘 婆 沙 論 』 で あ り,そ の 後 の文 献(『 発智論』 『大 毘婆沙論』等)は,こ の

制 約 の 下 で この 問 題 を論 ず る こ とにな った と推 定 され て い る5).

例 え ば 『大 毘 婆 沙 論 』 で は,「 金 剛 喩 定 が 現 前 す る とき,煩 悩 は頓 断 す る.そ

の 定 が 一 切 の惑 を 断 ず る か らで あ る.そ の た め に金 剛 喩 定 と名 づ け る の で あ る.

そ れ は金 剛 が能 く,鉄 ・石 ・牙 ・骨 ・貝 ・玉 ・末 尼 等 を破 す る よ うな もの で あ る」6)

とい う.金 剛(vajra)は す べ て の もの を 断 じ,破 壊 し,穿 ち,摧 破 す る力 で あ る

が,そ れ が 「す べ て の煩 悩 を能 く断つ,一 切 の 煩 悩 の 対 治 法 」 と され た の で あ る.

こ う して,金 剛 は金 剛 喩 定 と言 わ れ る こ とで,修 道 の極 み と して位 置 づ け られ,

そ の 断 滅 とい う働 きは 外 敵 か ら,煩 悩 とい う内 敵 へ とむ け られ た.す な わ ち断 滅

の は た ら きが 〈内化 され た 〉 の で あ る.

2.初 期 大 乗 に 見 る 金 剛 喩 定 一 小 品 系 般 若 経 を 中 心 と し て 一

初 期 大 乗 を代 表 す る 『八 千 頌 般 若 』 に は,金 剛 喩 定 につ い て 以 下 の よ うな3っ

の 関 連 表 現 を 見 い 出 し う る7).

1)vajropamas…namasamadhih(金 剛 喩 定;[Wogihara1932:941,1.14])

2)vajropama-dharma-samataya(金 剛 喩 法 平 等;[Wogihara1932:986,1.13])

3)vajropamonamasamadhih(金 剛 喩 定;[Wogihara1932:987,1.22])

第 一 の例 は ダ ル モ ー ドガ タ(法 上菩薩)の 説 法 を 聞 い て,サ ダ ー プ ラ ル デ ィ タ

(常暗菩薩)に 現 前 した62種 類 の 三 昧(samadhi)の 一 つ に あ げ られ る も ので あ る.

第 二 と第 三 は,ダ ル モ ー ドガ タ菩 薩 が 般 若 波 羅 蜜 の教 説 の 一.つ と して,「 金 剛

に 喩 え られ る も の が 平 等 で あ る こ とに よ っ て,般 若 波 羅 蜜 も平 等 な もの で あ る」

(vajropama-dharma-samataya prajnaparamita-samata)と い う説 法 を し た の を 聞 い て,サ

ダ ー プ ラル デ ィタ 菩 薩 が金 剛 喩 定(金 剛三昧)を 得 た とす る教説 で あ る.

『八 千 頒 般 若 』 に対 応 す る小 品系 漢 訳 諸 本 は,① 『道 行 般 若 経 』(大 正8,no.224),

② 『大 明 度 無 極 経 』(大 正8,no.235),③ 『摩 詞 般 若 紗 経 』(大 正8,no.236),④ 『小

品 般 若 波 羅 蜜 経 』(大 正8,no.227),⑤ 『大 般 若 波 羅 蜜 多 経 』 「第 四 会 」(大 正7,

no.330),⑥ 『仏 母 出 生 三 法 蔵 般 若 波 羅 蜜 多 経 』(大 正8,no.238)の 六 種 あ る.

こ れ らの 六 経 典 中,般 若 経 最 古 訳 の 『道 行 』 で は,1)の 対 応 箇 所 は 「十 方 諸

仏 の三 昧 」8)と す るの み で,三 昧 の具 体 的 な名 は な い.ま た,2),3)の 三 昧 は
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「六 万 の三 昧 門」9)に 対 応 す る と思 わ れ るが,サ ンス ク リッ ト文 とは大 き く異 な り,

vajropama-samadhi-(金 剛喩三昧)に 対 応 す る名 称 は見 られ な いlo).『 大 明 度 』 も ほ

ぼ 同 じ状 況 で あ る.1)は 「入 見 十 方 仏 定 」(504c6)と す る の み で,2),3)も 六

萬 定 門(505c3)(507al)と い い,そ れ ぞ れ46種,24種 の 定 の 名 称 を 記 す る が,

金 剛 喩定 は見 あ た ら な い.ま た,『 紗 経 』 は 第 十 三 章 以 降 を欠 い て お り,こ こ に

該 当 す る章 は存 在 しな い.以 上 の よ うに,小 品 系 の 古 い漢 訳 に は金 剛 喩 定 に対 応

す る訳 は見 られ な い.

一 方
,翻 訳 が後 の 『小 品 』(408年)と 『仏 母 』(985年)は,サ ン ス ク リ ッ ト本

と よ く対 応 し,1),2),3)に 対 す る訳 語 「如 金 剛 三 昧 」 「金 剛 喩 三 摩 地 」 等 を 見

る こ とが 出 来 る11).つ ま り,サ ンス ク リ ッ ト本 を含 め,小 品 系 の 中 で も成 立,も

し くは翻 訳 年 代 の 新 しい経 典 に な る とvajropama-samadhi-(亥 ロ金 剛三 昧)の 語 が 見

られ る よ うに な る と言 え るの で あ る.な お,『 大 般 若 』 「第 四 会 」 の1)「 心 堅 固踰

於 金 剛 」 は他 の訳 と は異 な り,む し ろvajropama-citta-の 訳 語 と考 え られ る12).ま

た,2)と3)は 「常 暗 菩 薩(Sadaprarudita)章 」 以 下 に見 られ るが,そ もそ も これ

は 「初 会 」 を 除 い て 『大 般 若 経 』 に は存 在 し な い部 分 で あ るか ら,「 第 四 会 」 に

は 当然 そ の定 名 は な い.

以 上 が 小 品系 に見 られ るvajropama-samadhiの 用 例 の す べ て で あ る.こ こ に は,

後 述 す る よ うな 金 剛 喩 定 の体 系 は見 られ な い.さ ら に言 え ば,初 期 般 若 経 の 系 統

で あ る小 品 系 般 若 に お い て,そ の初 期 形 態 で は 金 剛 喩 定 の 伝 統 は確 立 して い な

か っ た.漢 訳 の 状 況 か ら類 推 す る と,お そ ら くそ れ は,般 若 経 の発 展 の 中 で,次

第 に受 容 さ れ た も の と思 われ る.

3.大 品 系 般 若 経 に み る 金 剛 喩 定

一 方
,小 品系 か ら発 達 した大 品 系 に な る と,vajropama-samadhiの 漢 訳 語(「 金 剛

喩定」 と 「金 剛喩三摩地」)は 急 増 す る.最 大 の般 若 経 で あ る 「十 六 会 」 『大 般 若 経 』

600巻 を例 に して 分 析 す る と,「 金 剛 喩 定 」 は 『大 般 若 経 』 全 体 で は21件,そ の

うち 「第 三 会 」 ま で で17件(「 第四会」 「第五会 」には見 られない)で,「 金 剛 喩 三 摩

地 」 に至 っ て は,全 体 で28件,「 第 三 会 」 ま で に27件 を 数 え る13).こ の よ うな

状 況 を み る と,般 若 経 で は初 期 の 小 品 系 に は ほ とん ど顧 み られ る こ との な か っ た

金 剛 喩定(vajropamasamadhi)と い う伝 統 的 な 行 法 が,大 品 系 に な っ て三 昧 が よ り

重 視 され る傾 向 の 中で,新 た に ク ロ ーズ ア ッ プ され る よ うに な った こ とが 判 る.

『大 般 若 経 』 を 除 い た 大 品 系 般 若 に は,「 如 金 剛 三 昧」 と 「金 剛 三 昧 」 を 中心 に
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35件 の 用 例 が あ る.こ の うち 『大 品 』(no .233)は 一 貫 して 「如 金 剛三 昧 」 とす る

が,『 光 讃 』(no.333)は 「金 剛 三 昧 」 「金 剛 喩 三 昧 」 「金 剛 之 喩 三 昧」 「喩 金 剛」 と

一 定 せ ず
,『 放 光 』(no.221)は 基 本 的 に は 「金 剛 三 昧 」 で あ るが,例 外 的 に 「如

金 剛 三 昧 」(19b26),あ る い は 「金 剛 部 三 昧 」(23cl4)と も訳 す.な お,古 訳 で は

samadhiが 「定 」 で はな く 「三 昧 」 とす る点 が共 通 す る.

次 にサ ンス ク リッ ト 『二 万 五 千 頌 般 若 』 を 中心 に言 え ば,校 訂 出 版 が 行 わ れ て

い る第7章 ま で に限 っ て も,vajropama-samadhiの 用 例 は9回 で,未 校 訂 の第8章

の2回 分14を 合 わ せ る と,合 計11回 を数 え る.こ れ らを用 法 か ら大 別 す る と,

以 下 の よ うな1)～4)の 四類 型 に分 か れ る.

1)百 八 三 昧 な どの 三 昧体 系 の 一 つ.[Duttl934:118,1;142,12;172,1;198,2]

2)粉 砕 す るvajraに 喩 え られ た三 昧[Kimura1986:101,4-10]

3)如 電 光(稲 光)三 昧(vidyutopama-samadhi)と と もに用 い られ る三 昧[Watanabe

l991:17,ll.4-6],[Watanabel993:10,ll-12]

4)菩 薩 が 解 脱 直 前 に 入 る大 乗 の 三 昧[Duttl934:82,7-11],[Kimura1992:153,

17-23],[Conzel974:102,15;117,14-15]

第 一(4例)は 百 八 三 昧 を代 表 と した複 数 の三 昧 名 に含 まれ る もの で,こ れ ら

はす べ て 『二 万 五 千 頌 般 若 』 第1章 に属 す る.百 八 三 昧 の リス トは二 度 記 載 さ れ

て い るが,そ れ は,第 一 の 「英 雄 的 な 行 進 と名 づ け られ る三 昧 」(SUrahgamo nama

samadhih 首楞嚴 三昧)か ら,最 後 の 「虚 空 の よ うに執 著 か ら離 脱 した 無 染 と名 づ け

られ る三 昧 」(akasahgavimukti-nirupalepo nama samadhih離 著虚 空不染三 昧)で あ る15).

そ のサ ンス ク リ ッ ト と漢 諸 訳 の対 照 は,あ ま りに煩 雑 とな るの で 省 略 す る が,基

本 的 に は 百 八 三 昧 の 第10番 目 に金 剛 喩三 昧(vajropama-samadhi)が 記 載 さ れ る16).

こ の法 相 化 さ れ た 三 昧 と して の用 法 は,大 乗 の提 唱 す る実 践 法 と して 大 品 系 般 若

で 確 立 した もの で あ る.

第 二 は仏 舎 利 供 養 と関 連 す る箇 所 で,金 剛 身 が 金 剛心 三 摩 地 と関 連 して用 い ら

れ,第2章(1例)の み の 例 外 的 用 法 で あ る17).そ の箇 所 の文 脈 は,如 来 が 仏 舎

利 供 養 の 甚 だ大 き い こ と を見 通 して,「 金 剛 に喩 え られ る三 昧 に入 っ て,金 剛 に

喩 え ら れ る 身 体 を 粉 々 に 断 割 し て 」(vajropamam samadhim samapadya atmabhavam

vajropamam bhittva),そ の身 体 を芥 子 の実 の粒 ほ ど(sarSapa-phala-matrika)に す る.こ

れ を供 養 し,恭 敬 し,無 邊 な る福 徳 を 得 て,最 終 的 に 苦 を 滅尽 す る とい う もの で

あ る.し たが って,涅 槃 の直 前 に入 る三 昧 が 金 剛 三 摩 地 で あ る.

第 三 は第7章 の2例 で あ り,空 ・無 相 ・無 願 の 三 三 昧 や 如 電 三 昧(vidyutopamasa-
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madhi電 光 喩定)の 後 に置 か れ る法 相 化 され た用 例 で あ る.た だ し,PVで は 「無

間 定 に入 っ て 住 し,電 光 喩 定 に 入 っ て 住 し,金 剛 喩 定 に 入 って,正 等 正 覚 に住 す

る」([Watanabel991:17,4-6])と あ る.こ の よ うに こ こで は 「無 間 定 」(anantaryan sa-

madhin),「 電 光 喩 定 」(vidyutopamansamadhim),「 金 剛 喩定 」(vajropamamsamadhim)

とい う三 つ の 三 昧 とな っ て い る.こ の 内 の,第 一 「無 間定 」 は,ア ビ ダ ル マ論 書

に お い て,金 剛 喩 定 と同置 され,「 金 剛 喩 定 が 現 前 す る とき,頓 に三 界 の見 惑 ・

修 惑 の 断滅 を証 す る」18)と 規 定 す るの に沿 っ た もの で あ る.ま た,「 電 光(稲 光)

喩 定 」 と 「金 剛 喩 定 」 は,前 述 した よ う に,Dhammasangani等 の ア ビ ダル マ で言

及 され た,「 下 の 三 聖 道 」(=「 電光(稲 光)に 喩 え られ る定」),「上 の 阿 羅漢 道 」(一

「金 剛に喩え られ る定」),す な わ ち預 流 ・一 来 ・不 還 とい う三 聖 者 の位 と,最 後 の 阿

羅 漢 とい う四沙 門果 の 伝 統 を保 持 して い るの で あ る19).ま たsamyaksambodhimが

金 剛 喩 定 と結 び っ い て い る の も,金 剛 喩 定 を 経 過 した段 階 を 阿 羅 漢 果 とす る ア ビ

ダ ル マ の 規 定 に基 づ い た もの で あ ろ う20).

た だ し,漢 訳 に お い て は 「第 三 会 」(715cll)はPVと 同 じ く 「如 電 光 定 ・金 剛

喩 定 」 の前 に 「無 間 定 」 を挿 入 して い るが,他 の 漢 訳 に は 「無 間 定 」 は見 られ な

い21).PVと 「第 三 会 」(715c10-12「一715c19])を 対 照 さ せ る と,1.anantaryan…sa-

madhinは 「無 間 定 」,2.vidyutopamams…samadhimは 「定 如 電 光 定 」 に 一 致 し,

3.samyaksambodhim vajropamam ca samadhim(正 等正 覚で ある金 剛の よ うな三昧)は

「金 剛 喩 定 ・聖 正 定 」 と二 つ の 三 昧 と訳 して い るが,こ れ は 「第 三 会 」 の 原 文 が

samyaksambodhimで は な く,samyaksamadhimで あ った 可 能 性 が 高 い.こ の 四種 の

三 昧 の形 式 は,二 種 類 の チ ベ ッ ト語32)と,『 一 万 八 千 頌 般 若 』 の対 応 箇 所 に も共

通 し([Conzel974:20,11-13]),大 品 系 に お け る三 昧 の発 展 を跡 づ け る.

第 四 は大 乗 の修 道 と して 位 置 づ け られ る無 上 正 等 正 覚 の 直 前 の 三 昧 で あ る.こ

の 用 例 は最 も多 く,第1章,第5章 の 各1例,及 び第8章 の2例,合 計4例 が あ

る.こ の 類 型 に特 有 の文 脈 は,「 一一瞬 に生 ず る般 若 に よ って 」(ekaCitta[la]ksana-sama-

yuktayaprajnaya),す べ て の形 相 に つ い て の 知(sarvakarajnata一 切相 智)を 得 る とい

う,極 め て 特徴 の あ る解 脱 論 を展 開 す る.

基 本 形 は,「 菩 薩 摩 詞 薩 は,菩 提 心 が 無 間 で あ り,金 剛 に 喩 え られ る三 昧 に入 っ

て,一 瞬 に 結 びっ い た 智 慧.に よ り,す べ て の形 相 に つ い て の 智(一 切相 智)に 至

る.如 来 の 十 力 を 具 え,四 つ の 無 所 畏,四 つ の 無 擬 解,十 八 の特 別 な 仏 の 特 徴,

大 慈 ・大 悲 とを具 え る.」([Dutt1934:82,6-11])と い う もの で あ るが,第5章[Kimu.

ral992:153,19-23]で は,「例 え ば 阿羅 漢 が す べ て の道 を学 ん で正 性 決 定 の位(samyak-
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nyama)に 入 る.し か し,[阿 羅 漢 とい う]結 果 の道 に生 じな い 限 り,[仏]果 に は

至 らな い.全 く同 じよ うに,ス ブー テ ィ よ,菩 薩 摩 詞 薩 はす べ て の道 に 生 じ,菩

薩 の確 定 した状 態(bodhisattva-nyama)に 入 る.し か し,金 剛 の よ うな 三 昧(金 剛喩

定)を 獲 得 しな い 限 り,す べ て の 形 相 に つ い て の 知(一 切相 智)に 至 らな い.そ

れ(金 剛喩定)か ら,か の 一.相 と結 合 した般 若(一 刹那相応 般若)(Cf[渡 辺2003])

に よ っ て,す べ て の 形 相 に つ い て の 智(一 切 相智)に 至 る」 とす る.こ う して,

金 剛 喩 定 と い う一 瞬 の 三 昧 を 経 過 し て,「 一 刹 那 に 結 び つ い た諸 法 を 知 る般 若 」

が 生 ま れ,こ の 瞬 間 を境 と して 菩 薩 は仏 とな る.こ の一 瞬 の 智 慧 に よ っ て,一 切

の 形 象 を 知 る智 慧(sarvakarajnata一 切相 智性)が 獲 得 さ れ,ブ ッ ダ の 知 的 レヴ ェル

に達 す る.こ れ に 伴 い,す べ て の 習慣 性 の煩 悩 は完 全 に断 滅 し,そ の聖 者 に は,

十 八 不 共 仏 法 を は じ め とす る ブ ッダ の 属 性 が 備 わ り,無 上 な る正 等 正 覚 に至 る と

い う大 乗 の解 脱 論 が 構 築 され た ので あ る.

4.ま と め

この悟 りへ の 階 梯 を ア ビダ ル マ の そ れ と比 較 す る と,非 常 に良 く対 応 して い る

こ とが わ か る.例 え ば ヴ ァス バ ン ドゥの 「最 終 解 脱 直 前 の 最 後 の"無 間道"が 金

剛 喩 定 で あ り,そ の金 剛 喩 定 に よ って,一 切 の煩 悩 を 断 ち尽 くして,尽 智(ksaya-

jnana)が 同 時 瞬 間 的 に生 じ,次 の瞬 間 に は 最 後 の"解 脱 道"へ と入 る.し た が っ

て,金 剛 喩 定 は"尽 智"と"一 切 の 漏 尽"(sarvasrava-ksaya)と を とも に 瞬 時 に 結

果 す る も ので あ る」[室 寺2000:112]と い う解 脱 論 に対 し,般 若 経 で は,阿 羅 漢 の

「正 性 決 定 」(samyaknyama)に 対 して 「菩 薩 の決 定 」(bodhisattvanyama),「 無 間 道 」

に対 し て 「無 間 定 」(anantaryan samadhin),金 剛 喩 定 の 中 で 生 ず る一 瞬 の 智 慧 で あ

る 「尽 智 」 に対 して 「一 刹 那 相 応 の智 」(eka[la]ksana-samayukta-prajna-)と す る.こ

こで 明 らか な よ うに,大 乗 仏 教 は ア ビ ダル マ の解 脱 道 論 に基 づ き な が ら,金 剛 喩

定 を介 して,阿 羅 漢 道 の後 に続 く菩 薩 の修 行 道 を構築 した の で あ る.

[本稿 は,平 成15-18年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ・基 盤 研 究B(2)「 大 乗 仏 教 の 起

源 と実 態 に 関 す る総 合 的研 究 」 の研 究 成 果 の一 部 で あ る.]

【略号 】

[室寺2000]:室 寺義仁 「金 剛喩定 について」(『高野 山大学 密教文化研究所紀要 』別冊2,

2000,pp.89-118.

[渡辺2003]:渡 辺 章悟 「悟 りへの一瞬 の智 慧」『仏教 の修 行法 阿部慈 園博士追悼論 集』

351



(203)Vajropamasamadhiの 考 察(渡 辺)

春 秋 社,2003.1,pp.153-175.'

[Conzel974]:E.Conzeed.,The Gilgit Manuscript of the Astadasasahasrikaprajnaparamita

Chapters 70 to 82,Serie Orientale Roma XL Ⅵ,IsMEO:Roma
,1974.

[Duttl934]:Nalinaksha Dutt ed.,The Pancavimsatisahasrika Prajnaparamita ,Calcutta Oriental

Series,no.28,Luzac&Co.:London,1934.

[Kimura1986]:Takayasu Kimura ed.,Pancavimsatisahasrika Prajnaparamita(二 万 五 千 頌 般 若)

Ⅱ ・Ⅲ,Sankibo Busshorin PublishingCo.,Ltd.:Tokyo,1986 .

[Kimura1992]:Takayasu Kimuraed.,Pancavimsatisahasrika Prajnaparamita(二 万 五 千 頌 般 若)

V,Sankibo Busshorin PublishingCo.,Ltd.:Tokyo,1992.

[Ruegg1989]:Ruegg,David Seyfort,Buddha-nature,Mind and the Problem of Gradualism in a

Comparative Perspective,London,1989.

[Watanabel991]:WATANABE Shogoed.,"Pancavimsatisahasrika PrajnaparamitaⅦ-1,"『 東 洋

大 学 大 学 院 紀 要 』 第27集,1991.3,pp.1-20.

[Watanabe1993]:WATANABE Shogoed.,"Pancavimsatisahasrika PrajnaparamitaⅦ-2,"『 東 洋

大 学 大 学 院 紀 要 』 第39集,1993.2,pp.1-16.

「Wogihara 1932]:U.Wogihara,Abhisamayalamkaralaka Prajnaparamitavyakhya,The Work of

Haribhadra,Sankibo Busshorin Publishing Co.,Ltd.:Tokyo,197(1st Pub.,1932).

1)拙 稿 「vajra考 」 『東 洋 学 論 叢 』 第31号(「 東 洋 大 学 文 学 部 紀 要 」 第59集,イ ン ド哲

学 科 篇)2006.3(刊 行 予 定).

3)な お,漢 訳 四 阿 含 中 で は 『増 一 阿 含 経 』 に10例 の 「金 剛 三 昧 」 の 用 例 が あ る,

3)Puggalapannatti(PTSAbhidhamma4,30)(『 南 伝 大 蔵 経 』 第47巻pp.401-402).

4)Dhammasangani(PTSDhs236-337)の 引 用 に つ い て は,す で に[室 寺2000:89-118,

esp,pp.98-99]が 指 摘 し て い る.筆 者 は う か つ に もIBUに お け る 学 会 発 表 時 ま で,室 寺

氏 の 論 文 が 公 刊 さ れ て い る こ と を 知 ら ず に い た.室 寺 論 文 に よ れ ば,ErichFrauwallner,

Abhidharma-Studien,(WZKS(0)15/1971,S.69-102;eps.,PP.96-97)で も 指 摘 さ れ て い る.

5)『 阿 毘 曇 毘 婆 沙 論 』(大 正28,no.1546,111al7-111a25).詳 細 は[室 寺3000:99;103-107]

を 参 照 さ れ た い.

6)『 阿 毘 達 磨 大 毘 婆 沙 論 』(大 正27,no.1545,264c21-265al).

7)た だ し,[室 寺2000:100-101,notel2]は,[Rueggl989,167,note336]の 研 究 に し た

が っ て,「 金 剛 喩 定 」 と い う術 語 そ の も の が 初 め て 仏 教 文 献 に 現 れ る の は,『 二 万 五 千

頌 般 若 経 』 か ら で あ る とす る.

8)『 道 行 般 若 経 』(大 正8,no.224,472a9).

9)『 道 行 般 若 経 』(473c26,476a39).

10)サ ン ス ク リ ッ ト文 で は 六 百 万 の 三 昧 門(sastihsamadhi-mukha-rata-sahasrani)と す る.
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11)『 小 品 般 若 』(大 正8,no.227:581c5,586a19,b3),『 仏 母 出 生 経 』(大 正8,no.238:670a20,

676a6,a21)

12)『 大 般 若 』 「第 四 会 」(大 正7,no.220:826b14,838b13,852b35).
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13)『 大 般 若 経 』 の 「金 剛 喩 」83件 の 内訳 を 見 る と,金 剛 喩 定(20件),金 剛 喩 三 摩 地
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件),金 剛 等 持(1件)な ど定 の関 連 語 で しめ られ て い る.

14)PV第8章 は サ ン ス ク リ ッ ト本 が 公 刊 さ れ て い な い の で,最 も近 い 内容 を 持 つ 『一

万 八 千 頌 般 若 』[Conzel974]を 使 用 した.Cf.[Conzel974:102,15;ll7,14-15].

15)PV[Duttl934:143,1.7-144,1.4;198,ll.ll-203,ll.21] .た だ し,[Duttl934:172,1.1]で は

最 初 がvajropama-samadhau sthitva yavad akasasangavimuktinirupalepasamadhau sthitvaと す

る.玄 奘 訳 『大 般 若 経 』 は最 初 を 「健 行 三 摩 地 」,最 後 を 「無 染 著 如 虚 空 三 摩 地 」 と訳

L,『 大 品 』 で は最 初 を 「首 楞 嚴 三 昧 」,最 後 を 「離 著 虚 空 不 染 三 昧 」,『光 讃 』 は最 初

を 「首 楞 嚴 三 昧 」,最 後 を 「脱 虚 空 蔵 滅 護 三 昧 」 と訳 す.し か し,『 放 光 』 は,最 初 は

「首 楞 嚴 三 昧 」 と一 致 す るが,最 後 は 「必 入 辯 才 三 昧 」 で あ り,対 応 しな い.

16)た だ し,羅 什 訳 で は 第10の 三 昧 は 「金 剛三 昧 」 と し,こ れ とは別 に 第49の 三 昧 と

し て 「如 金 剛 三 昧 」 を加 え て い る.ま た,玄 (「第 二 会 」)は,こ の 法 相 化 した 三 昧

を意 味 す る と き の み 「金 剛 喩 定 」 で は な く,他 の三 摩 地(samadhi)と 同 じ く 「金 剛 喩

三 摩 地 」 と訳 し分 けて い る.

17)『 放 光 』(53c23-27);『 大 品 』(293b3-10);「 第 二 会1(165b28-165c7).な お,初 期 仏

教 で は僅 か で は あ るが,仏 の 身 体 と して金 剛 身 が 言 わ れ る こ と も あ るが,も ち ろん 三

昧 と結 びつ け て説 か れ て は い な い.Cf.『 長 阿含 経 』(大 正1,no.1,27b12);『 雑 阿含 経 』

(大 正2,no.99,167b3).

18)『 阿 毘 達 磨 発 智 論 』(T26,992b22-24).『 大 毘 婆 沙 論 』(T37,142c4).

19)も う一 つ の 用 例[Watanabe l993:10,11-13]は,vidyutopaman ca samadhimとvajrop-

amancasamadhiimの 二 定 とす るが,こ れ に 対 応 す る漢 訳(『 放 光 』124c20-21;『 大 品 』

391bl0;『 第 二 会 』366b31-22)は 「聖 正 三 昧(聖 正 三 摩 地,直[麗:真]禅 三 昧)」 を加

え た三 種 の定 を並 記 して い る.

20)『 大 毘 婆 沙 論 』(T37,175cl4-15)「 金 剛 喩 定 現 在 前 時,通 得 三 界 見 修 所 断 断,為 阿羅

漢 果.」;『 阿 毘 曇 毘 婆 沙 』(T28,342a18-21)「 実 義 智 者,是 金 剛 喩 定.断 是 彼 果,所 以 者

何.得 阿羅 漢果 時,以 金 剛 喩 定,断 三 界 見道 修 道 所 断 結,頓 証 解 脱 故.」 た だ し,般 若

経 典 で は これ は大 乗 菩 薩 の修 行 階 梯 で あ るた め に,阿 羅 漢 果 とは 言 わ ず,三 智 等 に結

びつ け る ので あ る.

21)『 放 光 』(123a27-28),『 大 品 』(389al7-20),「 第 二 会1(362b37-29).

22)「1.無 間 の三 昧 に入 っ て と どま る.3.電 光(稲 光)の よ うな 三 昧,3.正 しい三 昧,4.

金 剛 の よ う な三 昧 に入 って と どま る」barchadmedpa'itingnge'dsinlanyebarbsgrubsto

gnas so. glog Ita bu'i ting nge 'dsin dang, yang dag pal ting nge 'dsin dang, rdo rje bu'i ting 
nge 'dsin la nye bar bsgrubs to gnas so. (PV Tib. Trs. No.731, Vol. 19, Di 95b8-96a1) , (PV Tib. 

Trs. No. 5188, vol.89, Ca 242b5-6)

〈キー ワー ド〉 金剛,三 昧,百 八三昧,無 間定,解 脱道論,一 刹那相 応般若

(東洋大学教 授,博 士(文 学))
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ceeded towards Awakening (bodhau sampratisthati). Then they called them-

selves "sentient beings (sattva) who seek for bodhi" i.e., bodhisattva, and 
with this consciousness they entered into the way of practice of monks. And 

this is the beginning of Mahayana Buddhism. 

63. A Consideration of the "Concentration Compared to a Vajra" (Vajropama-
samadhi) 

Shogo WATANABE

In the Vedic religion, the word vajra originally referred to natural phe-

nomena, that is, lightning or thunderbolts, and it was considered to be a

weapon of the god Indra. Later, when it was incorporated into Buddhism, its

destructive power took the concrete form of a pestle and was internalized as

the"destruction of worldly desires."In Abhidharma Buddhism, the destruc-

tive power of the vajra was likened to the power of samadhi and called the

"concentration compared to an instant experienced immediately

 before

the ultimate stage of deliverance. In other words, this concentration destroys

the worldly desires that need to be severed in the stage of intellectual prac-

tice(darsana-marga 見 道)and spiritual practice(bhavana-marga修 道), and it

is the final concentration on the path leading to deliverance. In the theory of

practice in the Mahayana, this concentration is reconstructed as the practice

of the bodhisattva(bodhisattvacarya). When one analyzes its development on

the basis of the Prajnaparamita Sutras, in which it was systematized for the

first time in the Mahayana, it becomes clear that its structure is such that

when a bodhisattva confirmed as having reached the stage of bodhisattva

(bodhisattva-nyama)enters into the vajromasamdhi,the"intelligence of a

single instant"(eka[la]ksana-samayukta prajna-)arises in his concentration,

followed by the"intelligence of all-knowing"(sarvakarajnata)through that

intelligence.
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